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 それでは、

２０２０年度決算概要、および２０２１年度業績見通しについて、

ご説明申し上げます。



Copyright (C) 2021 Panasonic Corporation All Rights Reserved.
1

 はじめに決算発表のポイントです。

 ２０２０年度実績は、

第３四半期決算発表でお伝えしました修正公表値を上回る着地となりました。

 売上高は、事業ポートフォリオ改革による非連結化影響に加え、

コロナ影響により、減収となりましたが、

調整後営業利益は、経営体質強化の取り組みが着実に進捗、

社会変化を捉えた事業の増販も寄与し、増益となりました。

四半期別では、第１四半期は減収減益でしたが、

第２四半期に増益に転じ、下期は増収増益を実現しております。

 営業利益・純利益は、前年度のその他損益における一時益の反動等もあり、減益、

 フリーキャッシュフローは、

営業キャッシュフローに加え、事業譲渡、資産売却等により大きく改善、

ネット資金は、リース債務を含めても、プラス化しました。

 ２０２１年度の年間見通しは、

各国経済の回復や、経営体質強化の取り組み継続により、

増収増益を見込んでおり、全てのセグメントで増益となる見通しです。

 中期最終年度として、

低収益体質からの脱却に向けた取り組みを着実に進めつつ、

キャピタルアロケーション方針に基づき、

中長期的な事業機会への取り組みを強化してまいります。
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 それでは、

２０２０年度決算概要についてご説明します。
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 連結業績は、ご覧のとおりです。

 売上高は、６兆６，９８８億円、

事業ポートフォリオ改革による非連結化影響に加え、

コロナ影響により、減収、

 調整後営業利益は、

経営体質強化や、社会変化を捉えた事業の増販も寄与し、増益、

 営業利益、純利益は、

前年度のその他損益における一時益の反動等もあり、減益となりました。
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 こちらは、売上高の増減要因です。

 全体では、７，９１８億円、１１％の減収、

 非連結化影響等を除く実質ベースでは、

ホームアプライアンス等の増収がありましたが、

コネクティッドソリューションズを中心としたコロナ影響により、

３，９０２億円、５％の減収となりました。
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 続いて、営業利益の増減要因です。

 中期戦略で取り組んでおります経営体質強化は、

固定費削減で６００億円、

構造的赤字事業への対策で３００億円の増益要因となりました。

 加えて、ホームアプライアンス等の事業の増販益等が、４９２億円、

増益に寄与しております。

 一方、コロナ影響は、この２０年度、１，３５０億円の減益要因となりました。

 この結果、

調整後営業利益は、２０５億円の増益、

 営業利益は、

その他損益において、前年度事業譲渡益の反動などがあり、

全体で３５２億円の減益となりました。
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 こちらは、調整後営業利益の事業別増減要因です。

 中長期的な社会変化を捉えた事業が、年間で９８４億円の増益、

 コロナ影響を大きく受けたアビオニクスをカバーし、

全社の増益に貢献しております。

 具体的には、空調・空質、ホームアプライアンス、車載電池、

 さらに、インダストリアルソリューションズのシステム・デバイス、

プロセスオートメーションが、増益となりました。



Copyright (C) 2021 Panasonic Corporation All Rights Reserved.
7

 続いて、２０２０年度、四半期別の業績変化です。

 上段は、売上高の実質前年比、

下段は、調整後営業利益の前年差を示しております。

 第１四半期はコロナ影響が響き、

オートモーティブ、コネクティッドソリューションズを中心に大幅な減収減益、

 第２四半期は、

オートモーティブとアプライアンス等の販売が回復に転じたことで、

全社では、増益に転じました。

 下期は、

アプライアンス、インダストリアルソリューションズ、オートモーティブが

前年を上回る水準で推移、全社でも増収増益を達成しました。

 ２０２０年度は、コロナ影響により、上期は減収となりましたが、

下期からは前年を上回り、回復基調が続いております。
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 セグメント別の実績はご覧のとおりです。

 調整後営業利益は、

第３四半期から、すべてのセグメントで黒字化となり、

年間でも、全セグメント黒字を確保しております。

 詳細は、次のページでご説明します。
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 こちらは、セグメント別の増減要因です。

 アプライアンスは、
売上高は、ホームアプライアンスが堅調に推移しましたが、
販売を絞り込んだスマートライフネットワークの減販影響が大きく、減収、
利益は、ホームアプライアンスの増販益に加え、各事業でのコストコントロールにより、
増益となりました。

 ライフソリューションズは、
空質関連事業が好調に推移し、固定費削減も徹底しましたが、
市況悪化や住宅関連事業の非連結化影響もあり、減収減益、

 コネクティッドソリューションズは、
５G関連需要による実装機の好調が、アビオニクス事業の落ち込みをカバーできず、
大きく減収減益となりましたが、年間では黒字を確保しております。

 オートモーティブは、
売上高は、第１四半期を中心とした自動車減産の影響が大きく、
第２四半期以降の販売回復でカバーできず、減収、
利益は、減販影響や、車載機器での一時費用もありましたが、
固定費削減や材料合理化等により、増益となりました。
第２四半期より、全体で黒字化しており、年間でも黒字となりました。

 インダストリアルソリューションズは、
売上高は、データセンター・FA向けが好調に推移し、
下期からは車載向けも回復しましたが、半導体事業譲渡等の影響により、減収、
利益は、コンデンサや蓄電システム、産業用モータ等の増販益に加え、
半導体の構造改革効果等により、増益となりました。
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 次に、フリーキャッシュフローと資金について、ご説明します。

 フリーキャッシュフローは、

営業キャッシュフローに加え、事業譲渡・資産売却等により、

６，０００億円超の資金創出となりました。

 右側は資金の状況です。

 グロス資金とネット資金は、

フリーキャッシュフロー創出により、大きく改善、

 ネット資金は、リース債務を含めても、プラス化しました。
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 ここからは、

２０２１年度の業績見通しについてご説明します。
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 連結業績見通しは、ご覧のとおりです。

 各国経済の回復や、社会変化を捉えた事業の増販、

加えて、経営体質強化の取り組み継続により、増収増益の見通しです。

 売上高は、７兆円で３，０１２億円の増収、

 調整後営業利益は、３，９００億円で、８２８億円の増益、

 営業利益は、３，３００億円、

純利益は、２，１００億円、

それぞれ増益の見通しです。

 ＲＯＥは、８％程度を見込んでおります。
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 次に、営業利益の増減要因です。

 調整後営業利益は、８２８億円の増益となる見通しです。

 その内、増販効果は、車載機器やシステム・デバイスの増販等で

７００億円の増益貢献、

 中期戦略で取り組んでおります経営体質強化は、

２００億円、増益に寄与いたします。

 なお、足元では、原材料価格高騰など、様々なリスクが見られますが、

経営体質強化や合理化の取り組みでカバーしてまいります。

 その他損益は、

前年度一時益の反動等により、１１４億円の減益、

 その結果、

営業利益は、７１４億円の増益となる見通しです。
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 セグメント別の見通しは、ご覧のとおりです。

 売上高は、アプライアンスで前年並み、他のセグメントはすべて増収、

 利益は、全セグメントで増益見通しです。

 なお、アプライアンス、オートモーティブ、インダストリアルソリューションズは、

増益を継続、

ライフソリューションズとコネクティッドソリューションズは、

前年の減益から増益に転じております。
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 こちらは、セグメント別見通しの増減要因です。

 アプライアンスは、
売上高は、空調等が伸長しますが、
日本の食品流通の需要回復が鈍く、前年並み、
利益は、原材料高騰影響があるものの、
堅調な事業の増販益や、経営体質強化により、増益の見通しです。

 ライフソリューションズは、
海外の配線器具や、空質関連事業、ハウジング事業の伸長に加え、
合理化の取り組みにより、増収増益、

 コネクティッドソリューションズは、
アビオニクスで需要減の影響は残りますが、前年からは回復基調にあり、
また、パナソニック システムソリューションズ ジャパン等の伸長、
固定費管理の徹底により、増収増益の見通しです。

 オートモーティブは、
自動車市場の回復、円筒形車載電池の北米新ライン稼働、
また、経営体質強化、材料合理化等により、増収増益、

 インダストリアルソリューションズは、
車載向け部品や多層基板材料等の増販、固定費削減施策により、
増収増益の見通しです。
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 続いて、中期戦略の進捗をご説明します。

 １９年度から始まる現中期では、低収益体質からの脱却を目指し、

経営体質強化と、事業ポートフォリオ改革を着実に推進してまいりました。

 収益性は、環境が大きく変わる中でも、

スライドに示しておりますとおり、

２０年度に続き、２１年度も改善を見込んでおります。

 中期の残り１年間、

これらの重点取り組みを、引き続き手を緩めることなく進め、

収益性を一層、高めてまいります。

 なお、具体的な取り組みの進捗は、次のページでご説明します。
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 まず、中期戦略として掲げた経営体質強化は、固定費削減が大きく進捗し、

２０年度に中期目標１，０００億円を前倒しで達成しました。

２１年度も、２００億円、更なる利益貢献をめざします。

 構造的赤字事業への対策は、

半導体、液晶パネル、ソーラーについて、すでに方向付けを実施しております。

 テレビについては、２０年度に黒字化しましたが、

生産拠点再編を進めており、加えて、包括的な他社協業に向けて交渉中です。

 事業ポートフォリオ改革は、

成長投資として、世界トップクラスのサプライチェーン・ソフトウェア専門企業である

Ｂｌｕｅ Ｙｏｎｄｅｒ社、その全株式の取得を合意いたしました。

また、車載電池では、生産能力拡大を着実に進めております。

 収益性の改善としては、

欧州・北米の照明デバイス事業の株式譲渡等を決定しております。

このように個別事業でも、地域軸や商品軸などで、ポートフォリオ改革を進めております。

 最後に、車載事業の収益改善です。

 １９年度、３０５億円の赤字から、２０年度は黒字化、

２１年度は５００億円の利益を見込んでおります。

 固定費削減や生産性向上、材料合理化等の取り組みにより、

収益は大きく改善しております。
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 次に、中期キャピタルアロケーションについて、ご説明します。

 １９年度から始まる現中期では、

必要な資金は、事業からのキャッシュフローにて充当する一方、

成長機会を的確に捉えるため、

一時的に投資が先行するケースには、柔軟に対応する方針で、取り組んでまいりました。

 先日発表しました、Ｂｌｕｅ Ｙｏｎｄｅｒ社の全株式取得は、

まさしく成長機会への対応となります。

 買収総額は、約７，５００億円、多額の投資となりますが、

キャピタルアロケーション方針の枠組みに変更はありません。

 具体的に、資金の創出と配分について、ご説明します。

 スライドの左側は、１９年度と２０年度、２年間の実績です。

 キャッシュフローの創出は、

事業入替に伴うリース負債の削減を含め、総額で約２兆２，０００億円となりました。

 一方、キャッシュフローの配分は、

投資、配当、構造改革等により、総額で約１兆２，０００億円、

すなわち、投資等の必要資金を賄った上で、約１兆円の資金創出超過となりました。

 右側に、２１年度の見通しを示しております。

このキャピタルアロケーションの枠組み内で、Ｂｌｕｅ Ｙｏｎｄｅｒ社の買収につきましても、

資本性を補完するハイブリッドファイナンスの活用など、対応してまいります。

 また、投資は、成長機会を的確に捉える等、事業の状況に応じてメリハリをつけるとともに、

引き続きキャッシュフロー創出の取り組みを進めてまいります。
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 最後に、中長期的な成長に向けた取り組みをご紹介いたします。

 コロナを契機とし、様々な事業領域で、社会変化が加速しております。
その中で、当社は、事業を通じて、社会課題の解決に向けた取り組みを進めることが
当社の存在意義であると考えております。

 アプライアンス、ライフソリューションズの「くらし」領域では、
空調空質等に関する需要拡大を受け、
コアデバイス、具体的にはナノイー、ジアイーノの価値訴求を強化しております。

当社が有する技術力、その価値をしっかりご理解頂くことで、
関連する商品の一層の普及を目指します。

 コネクティッドソリューションズの「現場プロセス」では、サプライチェーン領域で、
コロナ禍での極端な需要変動、物流の負担増、といった課題が山積しております。
当社は、Ｂｌｕｅ Ｙｏｎｄｅｒ社と成長戦略を加速し、お客様の経営課題を解決するとともに、
当社のオペレーション力を強化し、エネルギー削減、資源の有効活用を通じ、
サスティナブルな社会の実現に貢献します。

また、ファインプロセス領域では、
情報通信関連の投資需要拡大に応えるため、実装機の増産対応を継続するとともに、
新商品展開も進めてまいります。

 オートモーティブの「車載電池」の領域では、
気候変動への対応の観点から、EV需要の拡大に応え、持続可能な世の中に貢献すべく、
引き続き、北米工場の生産能力拡大、国内工場の活用拡大を進めてまいります。

 インダストリアルソリューションズの「デバイス」の領域では、
車載CASE、情報通信インフラ、工場省人化といった、高成長領域において、
特に３コア事業に集中し、将来への仕込み、投資を拡充してまいります。

 引き続き、このような取り組みを通じ、注力すべき領域に経営資源を集中し、
徹底的に競争力を高めることで、事業の強化を図ってまいります。
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 こちらのスライドは、今後のIR関連スケジュールをお示ししております。

 まず、５月２７日に新ＣＥＯによる説明会を開催いたします。

 また、現在のカンパニー制は、

今年の１０月に新組織ベースでのバーチャル体制に移行しますので、

情報開示については、第３四半期決算から、

新セグメントでの開示を予定しております。

 また、IRイベントでは、個別事業やESGの説明会も随時開催してまいります。

 そして、２０２２年４月には持株会社制へ移行いたします。

それを受け、来年の５月頃には、

新体制での中長期戦略の発信を予定しております。

 その後、ＩＲ ＤＡＹで、

それぞれの事業会社がどのように「専鋭化」を目指すのか、

その具体的な戦略を発信する予定です。
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 ご説明は以上となります。

 ご清聴、ありがとうございました。
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